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交通の安全・環境・利便を目的として、交通システムの高度化を目指して発展している『ＩＴＳ』の中で、

身近なところでは、ＶＩＣＳによる道路交通情報の提供や自動料金収受システム（ＥＴＣ）の他、バス接近情

報提供システム（バスロケ）などが知られています。 

路側通信システム専門委員会は、これらのシステムのうち、道路沿いに設置されてすぐそばを走行する車両

と通信する「路側通信」の研究をしている専門家のグループです。 

路側通信の中でも、おもに高速走行の車両と通信できるＤＳＲＣ（狭域通信：Dedicated Short-Range 
Communication）という方式を、取り上げて研究してきました。ＥＴＣも、このＤＳＲＣの利用例の一つ

です。 

 

【豆知識】  そもそも、ＤＳＲＣ（狭域通信）って？    ～携帯電話の通信と比較して 
携帯電話とＤＳＲＣの関係は、照明に例えると、部屋全体を照らす照明と手元を照らすスポットライトや

電気スタンドの関係であるといえます。二つの照明は、相反するものではなく、互いに補完し合う関係であ

るわけです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    【豆知識】 今後はどうなる？ 
ＥＴＣ以外でも使える多機能化が今後の方向と言われています。例えば、テレビ放送で例えると、当初は

公共放送（ＮＨＫ）しか映りませんでしたが、今ではたくさんの民間放送も楽しめます。 

ＤＳＲＣを使ったサービスも同様に、公共サービスのＥＴＣだけ⇒様様様々々々なななサササーーービビビスススががが利利利用用用ででできききるるるように、

研究が進められています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部分照明（＝ＤＳＲＣ） 

木目細やかな作業 

全体照明（＝携帯電話） 

いいつつででもも、、どどここででもも、、誰誰ととででもも  

場所を限定せず通信 

そそのの時時、、そそここでで、、そそのの人人とと  

高速道路などの通行料金の決済では場所と人を特定する必要があり、そのためＥＴＣで

は、通信方式としてＤＳＲＣが採用されました。 

単チャンネルが・・ 複数チャンネルに。 

駐車場でも・・ 
ドライブスルーでも・・ 

かつてテレビのように・・ 
あのＥＴＣも・・ 

進化しています。 
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この場所に来る事がスイッチね！  
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    【豆知識】 多機能化に向けた取組み 
１台のＥＴＣ多機能型車載器で、様々なサービスが利用できるように、基本的な動作部分の取り決め  

（インターフェース）をまとめることが、現在の路側通信システム専門委員会の活動の柱の一つになって

います。 
  基本的な動作とは、… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、様々なサービスに必要な基本機能がきちんと働くことをいいます。現在、どの多機能車載

器でも多様なサービスが区別なく受けられる環境を目指して、この通信のやり取りのガイドライン化に取

り組んでいます。 

 

次世代カーナビ

ＤＳＲＣ

 交通情報 

施設案内 

イベント情報等 

プッシュ型情報配信 

車両識別（ＩＤ）の確認 

車載器のメモリやＩＣカードへのアクセス 

サービスはいろいろありますが、

共通する基本的な動作がありま

す。 

入場ＯＫ！ 




